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係
が
悪
く
、
情
報
伝
達
が
滞
り
、
問
題
発
覚

の
遅
延
や
メ
ン
タ
ル
問
題
等
が
発
生
し
て
い

る
」。
１
ｏ
ｎ
１
で
は
、
対
話
を
通
じ
て
信

頼
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
人
間
関
係
が

改
善
し
ま
す
。

（
3
）
突
然
の
離
職
：｢

優
秀
な
社
員
が
突
然

辞
め
て
し
ま
う
」。
こ
ち
ら
も
経
営
者
に
と

っ
て
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。
１
ｏ
ｎ
１
で
、

部
下
の
悩
み
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
で
、
部
下
自
身
が
会
社
で
成

長
で
き
る
こ
と
を
認
識
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
突
然
の
離
職
を
抑
止
で
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
社
員
の
成
長
に
よ
る
仕

事
の
質
の
向
上
や
、
人
間
関
係
改
善
に
よ
る

仕
事
の
効
率
改
善
に
よ
り
、
会
社
全
体
の
生

産
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ま
ず
は
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

｢

１
ｏ
ｎ
１
の
効
果
は
分
か
っ
た
。
で
も

忙
し
く
て
時
間
も
な
い
し
、
や
り
方
も
分
か

ら
な
い
」、
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
明
日
か
ら
で
き
る
実
践
法
を
紹
介

し
ま
す
。

（
１
）
具
体
的
実
践
法

①
頻
度
・
時
間
：
１
人
週
に
１
回
30
分
。

②
環
境
：
何
で
も
話
せ
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
て
る
会
議
室
等
で
実
施
し
ま
す
。

③
話
す
割
合
：
部
下
が
８
割
、
上
司
が
２

割
。
こ
の
時
間
は
部
下
の
た
め
の
時
間
、
部

下
に
話
し
て
も
ら
う
時
間
と
考
え
、
上
司
は

聴
き
役
に
徹
し
ま
す
。

④
話
す
内
容
：
主
に
、（
ａ
）
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
話
等
で
信
頼
関
係
を
醸
成
、（
ｂ
）
期

初
の
目
標
設
定
、（
ｃ
）
日
常
業
務
の
状
況
、

課
題
、
悩
み
等
、（
ｄ
）
会
社
の
方
針
の
共

有
、（
ｅ
）
部
下
の
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
、

等
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

⑤
進
め
方
：
最
初
の
５
分
は
、
信
頼
関
係
構

築
を
主
眼
に
、
心
身
の
健
康
状
態
の
確
認

（
毎
回
必
須
）
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
出
来

事
等
を
部
下
に
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
部
下

の
知
ら
な
い
一
面
に
驚
く
事
も
。
次
の
５
分

で
、
前
回
の
内
容
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
そ

し
て
次
の
15
分
が
、
メ
イ
ン
の
「
今
日
の
話

題
」。
こ
こ
で
は
、
④
の
（
ｂ
）（
ｃ
）（
ｄ
）

（
ｅ
）
の
話
を
し
ま
す
。
最
後
の
５
分
で
、

振
り
返
り
や
宿
題
を
確
認
し
ま
す
。　

　

な
お
、「
今
日
の
話
題
」
は
、
部
下
が
決

め
ま
す
。
上
司
は
「
今
日
は
何
に
つ
い
て
話

し
ま
す
か
？
」
と
問
い
か
け
て
、
部
下
の
自

由
な
発
言
を
促
し
ま
す
。

⑥
上
司
の
聴
き
方
：
大
切
な
の
は
「
傾
聴
」。

私
が
実
践
し
大
変
有
効
だ
っ
た
の
が
、「
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
」
の
活
用
で
す
。
上
司
は
部

下
の
話
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
ま
す
。

部
下
は
書
か
れ
る
こ
と
で
、「
発
言
を
聴
い

て
も
ら
え
た
、
承
認
さ
れ
た
」
と
、
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
発
言
の
見
え
る
化
で
、
考
え
を

整
理
で
き
ま
す
。
上
司
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
指
し
て
「
具
体
的
に

は
？
」
と
か
、「
こ
れ
は
今
後
ど
う
し
て
い

き
た
い
の
？
」
と
い
っ
た
深
堀
り
質
問
を
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
ス
マ
ホ
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

写
真
を
撮
り
、
部
下
と
共
有
し
ま
す
。

（
2
）
ポ
イ
ン
ト

　

ポ
イ
ン
ト
は
傾
聴
と
質
問
で
す
。
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
書
く
こ
と
で
傾
聴
を
表
現
し
ま

す
。
ま
た
、
短
サ
イ
ク
ル
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回

る
よ
う
適
切
な
質
問
を
し
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
、「
目
標
に
対
し
て
は
ど
ん
な
状
況
？
」

と
い
う
質
問
で
目
標
を
常
に
意
識
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
実
行
し
て
失
敗
し
た
な
ら
、
振

り
返
り
に
よ
り
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
し
、

経
験
・
学
習
に
よ
る
成
長
に
繋
げ
ま
す
。

●
こ
ん
な
効
果
も
！

　

部
下
の
成
長
を
目
的
と
す
る
１
ｏ
ｎ
１
で

す
が
、
同
時
に
１
ｏ
ｎ
１
を
通
じ
て
上
司
の

成
長
も
期
待
で
き
ま
す
。
例
え
ば
「
コ
ー
チ

ン
グ
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
習
得
や
、
商

談
等
の
様
々
な
業
務
で
使
え
る
「
質
問
力
」

の
向
上
は
、
そ
の
一
例
で
す
。

　

会
社
全
体
の
生
産
性
向
上
に
繋
が
る
１
ｏ

ｎ
１
。
是
非
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
】
世
古
詞
一　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
式 

最
強
の
育
て
方―

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

新
し
い
常
識
１
ｏ
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（
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０
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７
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９
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）。

　

１
ｏ
ｎ
１
（
ワ
ン
・
オ
ン
・
ワ
ン
）
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
以
下
、
１
ｏ
ｎ
１
と
略
す
）
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
「
部
下
の
成

長
を
目
的
と
し
た
上
司
と
部
下
の
１
対
１

の
、
定
期
的
、
継
続
的
な
面
談
」
で
す
。
世

界
中
の
多
く
の
企
業
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
様
々
な
効
果
の
あ
る
１
ｏ
ｎ
１
、
以
下

で
は
私
の
数
百
回
の
１
ｏ
ｎ
１
の
経
験
か
ら

効
果
的
だ
っ
た
実
践
法
を
紹
介
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
お
悩
み
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

（
１
）
成
長
：｢

折
角
採
用
し
た
人
財
が
期
待

通
り
成
長
し
て
い
な
い
」。
多
く
の
経
営
者

が
悩
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
１
ｏ
ｎ
１
で
は
、
定
期
的
、
継
続
的
な

面
談
を
通
し
て
短
サ
イ
ク
ル
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
行
動
の
軌
道
修
正
）
を
回
し
、
部
下
の
経

験
・
学
習
に
よ
る
成
長
を
促
し
ま
す
。

（
2
）
人
間
関
係
：｢

社
員
ど
う
し
の
人
間
関 町田市経営診断協会  西本  哲（中小企業診断士）

社員の成長を促し生産性向上を！
～1on1ミーティングの効果的な実践法～

経営に関する最新情報をお届けします！


